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松原市セーフコミュニティ 



自殺予防対策委員会 
委員構成 《公益活動団体》 

松原商工会議所 

 上村 満委員 

こころネット  

 熱田 光子委員 
《住民組織》 

松原市障害者施策推進協議会 

 黒岡 一仁委員 亥口 寛委員 

松原市民生委員児童委員協議会 

 津村 英子委員 水野 清美委員 

《公的機関》 
松原市地域包括支援センター徳洲会   西島 茂雄委員 
松原市地域包括支援センター社会福祉協議会 佐伯 泰委員 
大阪府藤井寺保健所 西野 伸一郎委員  
松原市           
    （障害福祉課      地域保健課      産業振興課      人権交流室 ） 

《ＮＰＯ法人》 

介護支援の会 松原ファミリー 

 隅埜 千昌委員 

子育て支援ぽけっと 

 高田 かおり委員 

やんちゃまファミリーwith 

 田崎 由佳委員 
松原市人権啓発推進協議会 
 生駒 美登里委員 
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①１０万人あたりの年齢層別自殺者数 

松原市の自殺の現状 
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自殺による死亡率をみていくと、35歳から４４歳、 
55歳から69歳の男性が特に高くなっています。 

「人口動態統計（平成21年～平成24年平均）」 （人） 

（歳） 
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③自損行為による救急搬送数 

出典：自損行為救急搬送データ 

松原市の自殺の現状 

年間約６０件が 
救急搬送されている 
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②松原市の自殺者数 

            

平成２２年度から平成２６年度までの
５年間では、平均２３人が自殺してい
る。 
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出典：人口動態統計 



予防対象 

 

 

 

 

 

対策① 

相談機関の周知・拡充 

対策② 

ゲートキーパーの養成 

対策③ 

高齢者の意識把握 

対策④ 

自殺予防支援 

 

  精神科医療への 

  通院をためらう人 

 

  

対策 
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自殺未遂者 

３０歳代＋高齢者男性 



対策① 相談機関の周知・拡充 

 

  

 

 

 

H24作成 
H26 1,600部配布 

H25作成 
H26 2,130部配布 
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●周知 

ゲートキーパー養成講座、講演
会等で、必要性を伝えながら 
冊子を配布。 
 

啓発冊子等の作成 
H26作成 
ピンバッジ 
500個 配布 

二次医療機関や商業施
設、図書館との連携 
      ↓ 

啓発冊子を設置する
ことで、相談機関の
周知を図る 
 



対策① 相談機関の周知・拡充 
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●拡充 

誰に相談して良いか悩んでいる
人向けに、解決への道筋を作る
ための相談会 

 

家庭内でゲートキーパーの
役割を担っている母親をサ
ポートするための相談会 

 

多重債務相談会      
（継続  Ｈ２５～） 

母親を対象にしたピアサロン 
（継続 Ｈ２４～） 

ＮＰＯ法人 
やんちゃまファミリー 
withのスタッフにより、 
月４回開催 

 

弁護士による 
「借金のお悩み相談会」 
年11回（平日夜間）開催 
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対策② ゲートキーパー養成講座 

平成２３年度からの
累計受講者数は 

1,114名 
（平成２７年４月現在） 

年度別ゲートキーパー養成講座受講者数 
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教育委員会への働きかけ 

養護教諭 を対象にゲート
キーパー養成研修を実施 
 
参加者数  ２０人 

・相談できる校内体制の構築 
・関係者間の合意形成（教育   
  委員会、学校、保護者、地域 
  の専門家） 
・子どものサインを見逃さず、 
  気付き、声をかける  
・ひとりで抱え込まない  
・子どもの心に寄り添う 
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・教職員が知っておきたい子どもの自殺予防 
・ＳＯＳの出し方教育 
 



対策③ 高齢者の意識把握 
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あり 
84% 

なし 
16% 

相談できる人や場所の有無 
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ゲートキーパーという言葉

を知っていますか 

・8割の方は、「相談できる人や場所がある」 
 と答えているが、公的機関や病院など専門 
 機関に相談すると答えた人は約１割である。 
・ゲートキーパーの言葉の認知度は１２％で 
 ある。 

ｎ＝373 

悩んだ時に相談できる人や場所は？ 

（人） 1143 

出典：松原市（平成26年度） 



人権交流室 

産業振興課 
地域保健課 

障害福祉課 

教育委員会 

福祉総務課 

子ども未来室 

地域包括支援
センター 

商工会議所 

保健所 

一般科病院 

救命救急 
センター 

警察署 

精神科病院 

消防署 

子ども家庭 

センター 

地域医療のネットワーク 

自殺予防対策委員会 
（生活支援ネットワーク） NPO法人 

こころネット 

住民組織 

高齢介護課 

市担当課 

対策④ 自殺予防支援 
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自殺の原因は１つではないため、関係機関との連携が重要 



・生活苦、身体疾患、家族の不和、高齢者の介護 
  疲れが５割以上 
・自殺未遂歴がある人が11人 
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集計結果 

（人） 

相談内容 

集計件数： 延べ８８ 件（平成26年10月～平成27年3月） 

男女別自殺未遂歴の有無 
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ケース検討会議の実施 

相談を受付けた際に、庁内において「つなぎ」が必要
と思われる案件であった場合に、当該相談者の今後
の対応について、担当課および自殺対策委員会事務
局４課で情報を共有するケース検討会議を実施。 

事例１：Ａさんの相談。 
           うつ病・離婚問題・負債・身体疾患・生活苦などの悩み。 
           弁護士の多重債務相談につなぎ債務整理、生活保護申請し 
           医療費等の負担軽減。 

事例２：Ｂさんの相談。 
    うつ病・家族の不和（介護）・負債・職場環境の悩み。 
    女性相談、弁護士の多重債務相談につなぎ、介護問題に 
    ついては高齢介護課を案内。 
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今後の方向性 

• 地域医療（二次医療）機関や、関係機関との連携・
相談の強化 

• 誰でもゲートキーパーになれるようにゲートキーパー 
   養成講座をすすめます 

⇒あなたもゲートキーパーになりませんか？ 
 

• 自殺の予防にむけた支援の仕組みの強化 

⇒地域の「見守り」を共に行いましょう 



大阪初！セーフコミュニティ国際認証都市まつばら 
『みんなでつくる 安心・安全なまちづくり』 

 
ご清聴ありがとうございました 
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